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令和3年7月3日 （土） 第1回市民ワークショップを開催しました

～みんなで意見を出し合う 整備コンセプトと配置案～

松山市では、安全・快適な歩行空間の形成やにぎわい、憩い空間の創出、公共交通の利用
促進などを目的に、一日約３万人が利用し、市内最大の交通結節点である松山市駅の改変
を進めています。
今回、「みんなで意見を出し合う 整備コンセプトと配置案」をテーマに、市民ワークショップを
行いました。

第1回目のテーマは「整備コンセプトと配置案」

第1回目は、「整備コンセプトと配置案」をテーマに、具体的な整備コンセプト案や、整備コン
セプトに沿った平面計画図や模型、イメージＣＧを参加者に提示し、意見交換を行いました。

人々の往来と賑わいを「つなぐ」松山の交通・交流拠点
～歩いて暮らせる松山の「核」～

整 備 コ ン セ プ ト（事務局検討案）

◆ワークショップ参加メンバー（計25名が参加）
• 松山市駅周辺の地元関係者（商店街振興組合、町内会、商業施設）
• 交通事業者
• その他関係組織や大学生



事務局から施設配置案を立体模型やイメージＣＧを用いて提案し、様々な意見をいた
だきました。

立体模型やイメージＣＧの提示

模型の提示

イメージＣＧの提示



ワークショップの様子

• 参加者は計4班に分かれて、班ごとに意見交換を行いました。
• 模型を見ながら議論をすることにより、参加者は整備後の具体的なイメージを描くこと
ができ、活発な意見が出ました。

• 参加者から出た意見は付箋にとりまとめ、各班の代表者が発表しました。

図面をみながら、意見を考え中… 皆さん模型に興味津々!

1班の発表の様子 2班の発表の様子

3班の発表の様子 4班の発表の様子



整備コンセプト案 どんな広場になってほしい?

人の往来を「つなぐ」

・待ち合わせがしやすい空間
・滞在しても良い休む場所
・連続した街並み
・銀天街側に目が向く交流広場
・地域の人と観光客がつながれる広場
・自転車の受け入れが十分な駅前広場
・どんな方でも移動しやすい駅前広場

人の賑わいを「つなぐ」

・城山・花園にも歩いていけるような雰囲気
・人と人がつながる広場
・様々な年代が集まる場所
・イベントが開催できる広場

松山の歴史・文化を
「つなぐ」

・松山“らしさ”を感じる
・松山に来たのを感じられる場所
・バスを降りた時に松山らしさを感じれるような空間
・足湯など、浸かってゆったりできる空間が必要

「整備コンセプト案」に対して「どんな広場になってほしい？」

幅広い視点、市民目線のみならず、観光客の目線でも意見交換されていたの
が、印象的でした。
現在の松山市駅はコンパクトな空間であるため、窮屈感を感じることない、ゆった
りした空間づくりが大切です。そのためには、人の行動をイメージしながら、今後もデ
ザインの議論を進めていくのが重要です。

講評

片岡 由香（愛媛大学社会共創学部 講師）

ベンチ • 日陰にベンチなど座るところ
• 高さのグラデーションがあるベンチ

緑地
植栽

• 広場に緑や芝生などの緑地
• 緑や植物は鉢にして可動式に

照明
• 夜間でも明るくなる照明
• 大街道やロープウェイ街と同じシンボルライトにす
るなど統一感が重要

イベント

• 日曜市等の県産品物販が開催できると良い
• サッカーフィールドやバスケコート、スケートリンクが
特設できるなど、イベント等によって柔軟に設置
ができるような広場

• キッチンカーが乗入等により飲食できる広場

屋根

• 大屋根をドーム型に
• 空間をさえぎらない屋根
• 全部屋根でふさぐのではなく、一部のベンチを囲
うような形（傘みたいな）

• 屋根からミストが出る

ステージ

• 昇降式のステージ
• イベントする際の設備の配線
• ステージとベンチの一体化
• できる限り大きいステージ
• 地域のお祭りができるステージ
• 普段でも休憩場所として活用できるステージ
• アラウンド的に見れるステージ

その他
追加機能

• 観光案内所
• タクシープールの場所を変更してほしい
• 簡易的な遊具
• 足湯などに浸ってゆったりする空間
• 松山らしさのあるモニュメント
• 防災用備蓄の保管場所軌道と歩車

道の交差

• 危険のない線路横断が必要（交差部の信号
機が必要）

• 軌道と歩行者の衝突事故の危険性

アーケード • アーケードをきれいに
自転車

• 自転車を自由に置きたい
• 地下駐輪場
• イベント開催に応じて、駐輪場を特設可能に

歩行者
動線

• 周辺地区と行き来しやすい歩行者動線の確保
• 銀天街を裏側のようにしてほしくない

施設配置案に対する意見

令和3年度中に計3回のワークショップ開催を予定しています。今後も幅広く皆さんの意見を取り入れ、設計等に反映
していきます。

【問合せ先】松山市 都市・交通計画課 Tel:089-948-6021


